「門」読書メモ
明治４３年３月から６月まで、「朝日新聞」に連載され、「三四郎」「それから」と三部作をなす作品である。
前作の「それから」は、主人公代助が友人平岡の妻三千代と恋愛するという設定であるが、自分の恋人を友人に譲るという最初の自己欺瞞が間違いの根源にあるということに気付くという内容。結婚と恋愛の対決を追求した作品である。「門」は「それから」の主題をさらに推し進めている。
主人公宗助は友人の妻御米を奪い、御米は夫に背いて宗助に走った。世間から孤立した愛の力、自然の愛に従うという個人主義的な生き方が社会の同義的な批判に耐えることができずに苦悩するという展開である。宗助は、山門に入り、老僧を訪ね、そこで十日間を不安のうちにすごしたのち御米のもとに戻る。
漱石は二七年の末に鎌倉円覚寺の釈宗演に参禅している。このときの心境が宗助に託されているともいわれる。漱石の苦悩と宗助のそれとは質的に異なるとはいえ、参禅の体験を利用したものととどめる解釈すべきであろう。

宗助と御米は、平凡に慎ましく暮らす仲の良い夫婦。

宗助の弟、小六、父の財産管理を任された叔母の佐伯家で世話になっている。

叔父の急死により小六の学資が払われなくなった。
宗助と御米は、心に暗い過去を秘めている。
父の財産管理をめぐって叔父の投機失敗、小六は宗助の家に移ることになった。

夫婦の住む借家、家主坂井、坂井の家は崖の上に見える。

ある日、家主の家に泥棒が入る。

坂井祖母の文庫が縁で坂井と宗助の関係ができる。

宗助が屏風を売った古道具やと坂井が古馴染、懇意となる。

小六、ふふの家にやっと越す。

夫婦和合同棲に恵まれず、御米、易に見てもらう。
外に向かって成長する余地を見出し得なっか二人は、内に向かって深く延び始めた。彼らの生活は広さを失うと同時に、深さを失った。

彼らの命は、同義上切り離すことのできない一つの有機体になった。

宗助、学生時代の友人安井、安井の妹としょうかいされた御米。
そして、恋に落ち、世間は容赦なく彼らに道義上の罪を負わせた。

ある晩、坂井に呼ばれ、小六の話、満州へ渡った弟が、金策に友人とくる、それが安井であると判明。

宗助、安井との遭遇を避け、禅寺の門を潜る。悟りを得れば自分の弱さを克服できると期待。

その後、坂井の弟、安井も蒙古にかえったことを知る
こうしたことを好まない夫婦に再び平和がおと連れた。

「本当にありがたいわね。ようやく事春になって」と晴れ晴れという御米に、しかし宗助は縁側で爪を切りながら「うん、しかしまたじきに冬になるよ」と答えるのだった。

